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長

官
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士
口

一
八
七一
年
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
の 、
主
要
な
佼
員
で
あ
っ
た
ア
ル
ト
ゥ

ル・
ア
ル
ノ
オ
ル
は 、
亡
命
の
後 、
プ
リ
ュ
ク

セ
ル
に
於
て 、
事
件
の
経
過
と
こ
れ
に
就
て
の
意
見
と
を
公
に
じ
た
え
赴
倉
主
義
者

小弘柵
冊
子
の
う
ち。
ブ
ーノ
ユ
ク
セ
ル
の
一枇

曾
主
義
書
店
ア
ン
p・
キ
ス
ト

マ
ケ
ル
ス
刊 、
一
八
七
八
年。
ア
ン
リ
・

キ
ス
ト

マ
ケ
ル
ス
は 、
ベ
ル
ギ
イ
巴
於
け
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問
主
義
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筆
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て
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名
の
あ
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あ
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乙
の
『 。ハ
リ ．・
コ・
ン
ミ
品
l
ン
の
通
俗
民
間
・史
並
代
議
曾
史』
は 、

。ハ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
か
ら
八
年
も

経
過
し

食
後
に

に
さ
れ
た
も
の
で 、
コ
シ
ミ
ュ
l
ン
勢
力
の
弾
堅
か
ら
ほ
と
ぼ
り
さ
め
た
頃
で
あ
る
と
と
が 、
ま
づ
注
目
さ
れ 、
弐
に
著
者
が

回
想
の
時
間
を
も
っ
牝
乙
と
が
注
目
さ
れ
る。
と
の
黙
並
び
に
著
者
が
コ
ン
ミ
品
l
y
一
員
で
あ
っ
た
む
と
が 、
と
の
書
が
史

料
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と

1

他
の
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
同
時
の
諸
著
作
或
は
コ
ン
ミ
ュ
！
ン
経
験
者
の
著
作
に
勝
る
も
の
で
あ
り 、

旦
っ
そ
の
性
質
を
殊
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
え
と
の
書
r内
閲
し
て 、
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
イ
雨
政
府
の
諒
解
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一

一

に
由
っ
て
初
版
が
浪
牧
さ
れ、
現
存
は
訂
正
・版
で
あ
る
と
い
ふ
裁
が
あ
る。〉

何
人
も
こ
の
章一
を
読
ん
で、
そ
の
冷
静
な
邸内’
一週
と
自
省
的
な
主
張
と
を
感
じ、
著
者
が
充
分
な
回
想
の
時
閣
を
も
ツ
た
こ
と

を
知
る
で
あ
ら
う。
殊
に、
そ
ο
第一
容
に
あ
る
コ
ン
ミ
ュ
1
ン
運
動
の
理
由
。
一説
明
は、
頗
る
溜
憾
で、
何
等
の
冗一一一一

訟
も
見
山山
さ
れ
歩、
読

者尺
む
し
ら
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
運
動
に
射
す
る

桜史
的
回
顧
の
上
の、
一
種
の
向
精
を
も
感
や
る
に
至
る

a申

で
あ
ら
う
Q

一
八
七一
年。ハ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
が、
唯
そ
の
事
賞
を
簡
単
に一

お
し
て、
主
義
運
動
或
は
擾
乱
と
し
て
観
ら
れ
な
い
と
と、
む
し
ろ
観
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る。

円て
れ
よ
り
も、
私
が
こ
の
書
の一間
後
に
得
た
考
察
は、

一
八
七一
年
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
は、
そ
の
月五
初
の
事
賓
の
由
来
と、
そ
の
後
期
の
反
抗
暴
動
の
所
以
と
を
異
に
し
て
ゐ

H

Q

O

常
初
は、
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
末
羽
り
議
会
員
組
成
。
関
係、
ォ
リ
ヴ
ィ
ェ
内
閣
の
施
政
方
針、
ま
た
附労
働
者
英
闘
派
遣
の
事

百
等
に
得
統
し、
セ
ダ
ン
故
山肌
と、
ド
イ
ツ
ぽ
の
パ
リ
進
撃
と、
ボ

i

ル
ド
オ
新
政
府
及
び
そ
の
後
の
ヴ
ェ
ル
チ
イ
ユ
政
府
等
に
由，

来
す
る
も
の
で
あ
り、
後
期
は、
む
し
ら
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
自
躍
の
分
裂
並
に
そ
の
計
妻
。
創
価削
に
所
以
を
も
つ
も
の
で
あ
るo

故
に
私
は、
一
八
七一
年
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
の
観
察
に
際
し
て、
と
の
ニ
ヴ
主
性
質
主
異
に
す
る
事
件
と
し
て
区
別
し、

11fi; 

一
括
締
結
す
る
こ
と
を
さ
げ
た
く
思
ふ
Q

従づ
て
こ
の
匡
別
の
は
じ
め
と
し
て、
ま
づ
山首
初
の
一品目
態
が、
無
秩
序
の
暴
動

に
識は
展
し
た
機
舎
を、
一
八
七一
年
三
月
十
八
日
グ
ア
ン
ド
オ
ム
康
場
事
件
と
名
づ
け、
特
に
そ
の
由
来
に
つ
い
て
見
る
こ
と

と
す
るo
蓋
し、
乙
の
一
八
七一
年
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
！
ン’
金
事
件
は、
後
期
の
暴
動
及
び
そ
の
鎮
墜
に
つ
い
て
は
却
っ
て
多

〈
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
な
く、
む
し
ら
ず
ア
ン、
ド
オ
ム
康
場
事
件
に
護
展
す
る
由
来
に
重
要
さ
が
あ
り、
金
事
件
の
性
質
及



び
そ
の
影
響
の
観
察
が、
乙
L
に
於
て
成
さ
れ
る
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る。

。

凡
そ
こ
れ
ら
民
上
援
鼠
の
如
き
が、
感
覚
の
上
に
依
援
し
て、
そ
の
偶
然
性
的
強

属智弘
有
し
た
こ
と
は、
過
去
に
モ
の

例が

J

乏
し
く
友
い。
二
月
革
命
を
顧
み
る
・な
ら
ば、
街
頭
風
説
と
二
月
の
惑
雨
の
刺
戟
と
が、
市
民
こ
と
に
革
命
運

動の
計
塞
に
は

何
等
の

関係
を
も
も
た
唱な
か
っ
た
勢
働
者
等
の、

感覚
を
興
奮
さ
せ
た
こ
と
は、
こ
の
革
命
由
来
の
必
然
性
的
税収
展
に
併
せ
て、

常
に
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る。
二
月
革
命
の
必
然
性
に
謝
し
て、
偶
然
性
的
部
分
の
多
い
こ
と
が
設
か
れ
る
七
月
革
命
に
闘

し
て
は、
一
一唐
で
あ
る。
サ
y
ク
・
太
ル
ド
ナ
ン
ス
の
一
つ
一
つ
を
観
る
場
合
に、
私
は
そ
れ
が、
就
に
復
興
主
朝
政
治
の
末

期
に、
殆
ん
ε

悉
く
蹴

定事
賓
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
れJ

たの
に、
感

覚の
問
題
は、
主
朝
初
期
の
白
色
恐
怖
と

ク
ウ
デ
タ
ア
図
顧
と
の
上
に、
接
げ
ら
れ
て
ゐ
た
乙
と
を
見
る。
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
で
さ
へ
も、
七
月
十
二
日
夜
の
市
醸
の
突

然
た、
る
打
鐘
が、
市
民
に
奥
へ
た
影
響
を、
無
視
才
る
乙
と
が
出
来
な
い
と
思
は
れ
る。

。

ア
ル
ノ
オ
ル
は、
。ハ
リ
市
民
の
感
魔
が、
孤
立
無
援
全
然
の
低
迷
臨時
蕗
の
う
ち
に、

著し
い
心
憶
を

もっ
た
事
を
記
し
て
ゐ

「
数
個
月
を
経
過
す
る
間
降、
パ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
の
他
の
部
分
と
は
隔
総
し、
そ
れ
自
身

だけ
で
庭
起
し、
そ
れ
自
身
だ’

け
の
力
で
殆
ん
E・
議
く
行
動
し、
斯
く
て
パ
リ
は、
顔
宏
多
く
の
憂
慮
と
経
験
と
割問
考
と
の
う
ち
に、
生
活
じ
た
の
で
あ
る。

故
拡
市
民
の
感
魔
は
金
〈
特
殊
で、
そ
れ
が
政
治
と
枇
舎
と
の
批
判
”を
通
じ
て、
大
き
な
興
奮
を
興へ
た
の
で
あ
る。

る。絞
っ
て、
孤
立
が。ハ
リ
前
民
の
自
負
と
体
統一
の
回
顧
と
に
興
へ
た
特
殊
即時
常
の
心
型
は、
ア
ル
ノ
片
ル
O
防
誤

認杷お

的軽

グ
ア
ン
ド
オ
ム

康
場
事
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の
考
諜
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グ
ア
ン
ド
オ
ム
庚
場
事
件
の
考
察

四

鵡」
を、
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
政
治
形
態
と
現
前
の
事
態
と
の
上
に、
起
さ
し
め
た
も
の
で
あ
る。
換
言
す
れ
ば、
政
治
的
取
指

査
否
定、
む
し
る
虚
無
的
な
思
想
を
市
民
に
い
だ
が
し
め
た
の
で
あ
るo
こ
の
特
殊
異
常
の
心
理
は、
主
義
の
宣
停
に
も
ま
し、

ま
た
暴
翠
の
煽
動
に
も
ま
し
て、
ヴ
ァ
ン
・ド
オ
ム
庚
場
事
件
の
由、
来
と
な
っ
た
Q

一
八
七一
年
パ
罫
・
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
が
そ
の
前
後
に
於
て
事
件
の
怪
質
を
異
に
し、
そ
し
て

ヴア
ン
ド
オ
ム

前
週
の
如
く、

と
の
特
殊
異
常
の
心
理
に
関
す
る
注
意

庚
場
事
件
が、・
そ
の
間
に
於
て
事
件
の
殻
展
に
重
要
な
る
意
義
を
有
っ
と
す
れ
ば、

は、
杢
韓
の
事
件
の
観
察
に
必
要
で
あ
る
Q

偶
然
性
的
な
事
件
後
展
の
観
察
は、
乙
L
に
由
来
す
る
の
で

安心。

「
従
来
の
二
つ
の
政
煙、
即
ち
王
政
と、
寡
人
共
和
政
或
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
共
和
政
に
は、
も
は
や
何
等
希
望
す
ぺ
き
も
の
が

な
い。
唯一
濃
の
期
待
は、
後
者
の
政
躍
の
利
径
が、
激
烈
な
獲
革
で
な
く
し
て、
施
設
の
平
穏
秩
序
的
な
手
段
に
由
ヲ
て、

園
民
の
手
に
そ
の
疋
常
の
地
位
を
得
さ
し
め
る
こ
と
が
出
来
た
か
も
し
れ
ね
と
い
ふ
と
と
で
あ
っ
た
ご
と
言
ひ、
そ
し
て
最
も

重
要
な
こ
と
は、
「
幾
箇
用
問、
。ハ
リ
市
民
は、
そ
れ
を
期
待
し
て
ゐ
たの
で
あ
る」
と
言
ふ。

。

と
の．
孤
立
の
間
に
於
け
る
市
民
の
「
期
待」
は、
事
質
上｛全
盛
と
み
る
こ
と
が
，次
第
に
明
瞭
で
あ
っ
た。
ジ
ヨ
ル
ジ
J
モ
ラ

ン
の
記
す
と
と
ろ
で
は、
「
経
済
上
の
闘
係
に
於
て、
コ．
ン
ミ
ュ
1
ン
は
多
く
の
困
惑
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た。
。ハ
リ
を

っ
た
法
律
上
の
政
府
は、
と
れ
に
拘
は
ら
子、
資
金
を
運
び
去
っ
て、
総
て
の
従
業
者
に
そ
の
仕
事
な
ぎ
を
皆
揖
鼠
さ
せ
た。

交
通、
通
信、
税
務、
直
接
間
接
の
牧
入
等
、々
悉
く
財
政
上
の
機
関
施
設
は
パ
F
か
ら
離
れ
去
っ
た
の
芯
あ
る。」
ハ
ジ
ョ
ル

ジ
・
毛
ラ
ン
「
ラ
・
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
奥
批
判』
一
八
七一
年
刊、
。ハ
リ
市
圏
際
書
店、
プ
リ
ュ
ク
セ
ル
市
ラ
ク
ロ
ア
及
び
フ
ェ

library
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ル
プ
ウ
ク
ホ
l
フ
ェ
ン
出
版 、

及 、
ひ 、
ラ
イ
プー
チ
ヒ
市
p 、
グ
ル
ネ
書
店
V

ハ
のめ
。
ぉ
g

p向
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江
一P
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E
g

e
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5
5
民
D
P

同Mmw
弓・
Z
4H
U

の
FMHHV・
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乙
の
記
事
は 、

前
越
の
一
ん
七
一
年 。ハ
p
－
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
事
件
の
後
牟
の
由
来
と
し
て
参
照
す
べ
き
も

の
で
も
あ
る
が

、

同
時
に 、

前
牟
の
ず
F
ン
ド

オ
ム
庚
場
事
件
の
由
来 、

殊
にら
前
越
の
特
殊
異
常
の
心
理 、

従
っ
て
そ
の
無
秩
序
な
行
動
の
殻
展

い

に
参
照
す
べ
き
も

の
で
あ
る。

。ハ
リ

は
其
の
自
負
す
る
優
越
を 、
ボ
ル
ド

オ
政
府
に
由
っ
て
犯
さ
れ
た
結
果
の

、

道
義
的
な
盛

低
を
感
じ
て
ゐ
た
の
み
で
な
く 、

ま
た
質
に
こ
の
や
う
な
事
貰
上 ／
の
藍
響
ハ
テ
ィ
レ
ユ
マ
ン
〉

を
も

経
験
し 、
た。

そ
れ
が
政
治

上
枇
命日
ょ
の
特
殊
の
批
判
の
観
念
を
普
及
し
た
と
と
は 、

想
像
に
難
く

な
い
。

ア
ル
ノ
オ
ル
は
一
八
三
O
年
及
び
一
八
五
一
年
の
襲
革
を
回
顧
し
て
批
判
し

、
乙
の
二
つ
の
経
験
が

、

皆
期
待
に
反
逆
し
た

敷
臓
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ

、

現
前
の
事
態
は 、

ま
さ
に
同
様
の
経
過
を
見
る
恐
れ
が
あ
る
と
精
し

、

次
に
政
治
上
一枇
曾
上
。

コ
ン
ミ
ュ
l
ン
主
張
を
記
し
て
ゐ
る。

こ
の
主
張
は 、

全
フ
ラ
ン
ス
園
の
地
方
自
治
躍
た
る
コ
ン
ミュ
l
ン
の
勝
合
で
あ
る。

「
一

個
の
擢
力
」
は 、

権
力
の
集
中

か
ら
平
等
擦
の
破
壊
を
伴
ふ
に
至
る
も
の
で
あ
り 、
こ
れ
に
謝
す
る
閥
民
多
数
の
擦
力
の
保
持
に
は 、

地
方
自
治
腫
の
全
図
的

と
の
目
的
を
濯
す
る
に
必
要
な
ら
ば 、

枇
舎
革
命
を
行
ふ
べ
し
と
言
ひ 、

と
の
計
霊

そ
し
て
既
に
閥
民
の
間
に
蔚
芽
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
が

、

経
験
と
考
量
と

J

聯
合
以
外
に
方
法
が
な
い

、

と一一一口
ひ 、

は 、

飯
に
長
い
間
に
そ
の
必
要
が
感
ぜ
ら
れ 、

は 、

そ
D
心
然
を
確
信
さ
せ
る
に
至
っ
た 、

と
言
ふ。

と
の
経
験
と
考
量
と
い
ふ
も
の
は、

長
期
の
防
禦
の
苦
難
で
あ・
り 、
し
か
も
そ
れ
に
も

拘
は
ら
ざ
る
ボ
ル
ド

オ
政
府
の
パ
リ

グ
ア
ン
ド
オ
ム
庚
場
事
件
の
考
察
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r 、

令 ↑
白

ヴ
ア
シ
ド
オ
ム
農
場
事
件
。
考
察

放～
奨・
で
あ
るo
そ
し
τ

ア
ル
J
オ
ル
に一宮内
は
せ
れ
ば 、
今
や
パ
リ

は
三
つ
の
方
迭
の 、
い
づ
れ
か
を
選
ば
ざ
る
を
得
ざ
る
事
鵠

六

に
立
ち
到
っ
た
の
で
あ
る o
即
ち
か』
の
一
一は 、
唯
詑
然
と
し
て
自
殺
す
る
こ
と
で
あ
る

Q

そ
の
二
は 、
大
規
模
な
擾
蹴
を
起
す

と
と
で
あ
る ο
然
し
と
の
二
つ
は 、
・卑
怯
で
も
あ
り 、
ま
た
何
人
も
そ
の
不
成
功
を
信
ぜ
ざ
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る。
従
ハJ

て 、
。ハ

リ
は
第
三
の
方
法
を
選
ぽ
ざ
る
を
得
な
い。
そ
れ
は 、
「
現
在
の
問
題
を
解
決
す
る
唯一
の
手
段
と
し
て
1

コ
ン
ミ
旦

ー

l
ン
自
治
の
大
運
動
を
は
じ
め
る
こ
と
で
あ
る。
関
民
に
そ
の
疋
確
な
樺
力
の
部
分
を
奥
へ

、
各
々
の
自
然
的
国
鰻
の
縮
て
の

も
の
に 、
E
一統
な
政
治
活
動
の
地
位
を

i

輿
へ
る
こ
と
で
あ
る 。」

「
闘
争
」
は一
つ
の
「
狂
気
じ
み
た
事」
で
あ
る
が 、
そ
れ
が
高
き
目
的
を
も
ち 、
将
来
に
有
利

咽な
ら
ば
や
む
を
得
・？
と
言
ひ 、
「
吾
々
は
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
l

y
の

完全
自
治
を
要
求
す
る
が 、
と
の
意
志
を
フ一7

vh

戸D
他

所
に
押
し
つ
け
る
も
の
で
は
な
い。
吾
々
は
パ
リ
の
城
壁
内
に
於
け
る 、
行
政
司
法
警
備
軍
事
等
の 、
営
然
吾
々
に
麗
す
べ
き

つ
い
で
ア
ル
ノ
オ
ル
は 、

も
の
だ
け
の
擦
利
を
要
求
し 、
し
か
も
決
し
て
フ
ラ
ン
ス
全
簡
と
の
分
離
を
欲
し
な
い 。
吾
々
は
フ
ラ
ン
ス
の
他
の
コ
ン
ミ
ユ

l
ン
が 、
正口
々
の
例
に
な
ら
う
こ
と
を
約
束
し 、
そ
し
て
猶
毛
れ
ら
総
て
が 、
主口
々
と
騎
盟
す
る
啓一
組
織
を
要
求
す
る」
と
記

L
て
ゐ
る 。

。

要
す
る
に
所
謂
「
経
験
と
芳
量」
が 、

。ハ
り
の
孤
立
無
援
そ
し
て
外
敵
の
匂
閣
に
由
る
外
界
と
の
隔
絶 、
及
び
首
府
と
し
て、

の
優
越
の
放
棄
な
E
O 、
環
境
か
ら
起
さ
せ
た
特
殊
異
常
の
心
理
は 、
歴
史
の
回
蔵
に
立
っ
た
批
判
を
通
じ
て 、

。ハ
9
・
コ
ン

ミ
ュ
l
y

p
形
態
を
）
杢
フ
ラ
ン
ス
に
擁
充
す
る
所
謂
「
第＝
百
方
途」
と
し
て 、
自
治
運
動
に

端技展
し
た。

mw
ち
コ
ン
三
品
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ー
ン
自
治
韓
の
融制
合
韓
た
る
フ
ラ
ン
ス
鴎
民
の
儲
家
を
樹
立
す
る
思
想
で
あ
泊。

」ダ

エ
ド
ガ
・
キ
ネ
の
歴
史
観
が、
乙
の
政
治
形
態
の
理
想
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
多
か
っ
た
事
は
考
へ
ら
れ
る。

例
へ
ば
「。ハー

リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ト
ン
の
も
と
に
於
て
』
の
著
者
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ラ
ウ
ザ
ア
の
如
き
は、
と
れ
を
明
記
し
て
ゐ
る。
キ
ネ
D
一

八
六
五
年
の
革
命
史、
こ
と
に
一
八
六
九
年
の
革
命
奥
批
判
な
ぎ
が、
中
世
研
究
か
ら
の
コ
ン
ミ
ュ
I
ン
自

治鰻
を
誘
い
て、
テ

i
ヌ
な
ぎ
の
史
論
に
脈
流
し
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が、
然
し、
斯
う
い
ふ
理
論
に
立
脚

ー＃もん
も
の
が
蛍
初
の
コ
ン
ミ
ユ

－h
唱
N・
山戸∞
U1∞・〉

l
y
思
想
で
あ
れν
た
か
は
疑
は
し
いな
ハ
ロ
呉
2
仏

2

P主的
2
C0
5

55M0・
関山口

吋州wmotc
s
gロ
司

法豆
百
円
MW5
2・

グ
ア
ン
ド
オ
ム
農
場
事
件
。
後
の
四
月
十
九
日
の
コ
ン
ミ
ュ
l
y
宣
言
に
は、
前
記
ア
ル
ノ
オ
ル
の
主
張
の
通
り
に
書
い
て

あ
る
が、
唯
と
れ
に
併
せ
て、
別
に
新
た
に、
麗
場
事
件

以後
の
思
想
の
蛾理
化、
部
ち
廉
場
事
件
以
前
の
思
想
6
性
質
を
知
る

に
足
る
も
の
は、
同
宣
言
の
怒
り
に
）
「
擦
力
と
資
産
と
の
晋
遁
化」
を
説
い
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る。

問
書、
及
び
そ
れ
よ
り
は
詳
し
く
全
文
を
採
用
し
て
あ
る
メ
エ
ル
ヘ
イ
ム
『一
八
七一
年
の
パ
リ
・
コ
ン
ミ：
ナi
ン
史』
の
附

録
参
照
文
献ov
ハ
F－
gD
露。。
忌
包
5
7
。
2
岳山の
目見o
a
s

gH－
z
m弓
。
。一M
MM
E

Sh－
切。
込・
2∞。・）

前
記
ジ
ョ
ル
ジ
・
モ
ラ
ン
の
著
書
に
記
し
て
あ
るρ
「。ハ
リ
に
於
て
中
央
委
員
舎
は、
彼
等
の
政
治
組
織
の
純
正
を
澄
明
し、

コ
ン
ミ
ュ
1
ン
と
い
ふ
語
は
ミ
ユ
一一
シ
パ
リ
？
と
同
意
諾
で
あ
る
こ
と
を、
信
じ
さ
せ
る
や
う
努
力
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る。

ハ
ア
ル
ノ
オ
ル
著
前
掲

文
法
的
に
は
恐
ら
AW
乙
れ
は
巽
賞
そ
の
通
り
で
あ
る。
歴
臭、
的
に
は
と
れ
は
虚
言
に
過
ぎ
な
い。
広口
等
は
故
に
原
始
的
な
コ
ン

ミ
ュ
l
ン
は

h

あ
る
自
己
護
生
の
枇
合
的
政
治
的
制
度
で
あ
る
と
観
る。
そ
れ
に
於
て
は、
一
つ
の
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
は
他
の
コ

ヴ
ア
ン
ド
オ
ム
庚
場
事
件
の
考
察

七
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ヴ
ア
ン
ド
オ
ム

慶
場
事
件
の

考
察

ノ、

ン
ミ
ュ
l
ン
に
封
し
粗倒
立
し
て
ゐ
る
乙
と
が
確
知
さ
れ
る
も
の
で、
事
質
上、
中
世
封
建
制
度
か
ら
の
産
出
に
過
ぎ
な
い。
分

散
と
分
裂
つ
ま
り
無
能
力
と
い
ふ
乙
と
以
外
に
は
な
い。
一
七
九
三
年
の
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
革
命
は、
本
来
過
渡
的
な一
時
の
制

度
で、
外
界
の
事
情
に
支
配
さ
れ
た
も
の、
絞
っ
て、

消滅
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た。
何
人
も、
そ
の
時
ま
で
か
う
い
ふ
政
治
組

織
を
と
り
上
げ
よ
う
と
も
考
へ
宇、
ま
た
そ
の
後
そ
れ
が
再
来
ア
るー
こ
と
を
希
望
し
て
主
張
し
賞
揚
し
た
こ
と
は
な
い
。
」

一
七
八
九
年
の
大
革
命
時
に
憲
法
議
曾
の、主
張
し
て
ゐ
た
も
の
は
1

恐
ら
く
こ
の
梯
治
の
思
想
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る。
そ

3

説
が
図
民
公
舎
の
頃
K．、
援
化
し
た
統一
的
な
コ
ン
ミ
ュ
I
ン
組
織
の
理
想
に
愛
国民
し
た。
そ
れ
と
同
じ
ゃ
う
に、
ず
ア
ン
ド

オ
ム
康
場
事
件
の
前
後
に
於
て
も、
コ
シ
ミ
ュ
I
ン
思
想
は
相
蓮
し
て
ゐ
る。
ア
ル
ノ
オ
ル
の
記
越
に
於
け
る
主
張
球一－
む
し
ろ

ヴ
ア
ン
ド
オ
ム
康
場
事
件
の
以
前
の
も
の
で
あ
る
乙
と
が
感
ぜ
ら
れ
る
0．
従
っ
て
そ
れ
は
ミ
ユ
ユ
シ。ハ
リ
テ
の
主
張
で
あ
りι

「
擦
力
と
資
産
と
の
普
遍
化」
と
い
ふ
類
の
コ
ン
ミ
ュ
i
ン
主
張
と
は、
遣
っ
て
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る。

メ
ェ
ル
ヘ
イ
ム
D
書
の
附
録
参
照
文
献
に
あ
る
同
宣
言
の
う

ア
ル
ノ
オ
ル
が
四
月
十
九
日
宣
言
を
要
約
し
℃
ゐ
る
乙
と、

ち、
右
の
「
擦
力
と
資
産
と
の
普
遍
化
」

を
詳
細
に
記
し
て
敷
稲
L、
「
政
治
的
統一
」
が、
地
方
の
自
主
の
総
て
の
統
合、

ま
た一
般
的
目
的
に
合
致
す
る
個
人
的
活
動
に
あ
る
乙
と
を呈一口
ひ、
更
に
三
月
十
八
日
の
民
家
後
意
に
由
る
コ
ン
ミ
a

z－－・

ン
革

命
が、
経
験
的
積
械
的
科
撃
的
政
治
の
新
時
期
を
作
る
こ
と
な
ど
を
言
ふ
こ
と
な
ど
は、
三
月
十
八
日
前
後
の
形
勢
の
鑓
化
を

推
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る。
ハ
ロ向
。
。
円
四回
の
廿
ロ
σ
‘

日

U
町
内凶
・
）

。

こ
れ
ら
の、
考
察
は、
普
通
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
一
八
七一
年。ハ
リ
・
コ
ン
ミ
品
1
ン
が
ず
ア
ン
ド
オ
ム
氏
場
事
件
を
境
と
し
て、
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そ
の
前
後
に
性
質
を
異
に
し
た
事
件
で
あ
っ
た
こ
と、
後
期
が
普
通
拓
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
の
性
質
で
あ
る
乙
と
を
考
へ
さ
せ

る。
従
っ
て
ず
ア
ン
ド
オ
ム
康
場
事
件
以
前
の。ハ
リ
に
於
け
る
特
殊
異
常
O
住
民
の
心
理
か
ら、
乙
の
事
件
の
後
生
が、
偶
然
性

的
傾
向
を
多
く
有
し
た
と
と
を
も
考
へ
さ
せ
る。
と
れ
に
つ
い
て
は、
メ
エ
ル
ヘ
イ
ム
の
書
頁
三
三
に、
三
月
十
八
日
テ
ィ
ェ
l

、
ル
の
パ
リ
に
封
す
る
布
告
に
闘
す
る
市
民
の
不
満
興
奮‘。ハ
リ
守
備
軍
内
の
動
揺、
既
に
十
日
以
前
か
ら
の
ド
イ
ツ
軍
O
南
郊
占

ノ
擦
に
謝
す
る
市
民
の
絶
望
の
感
な
芝、
全
く
困
惑
の
形
勢
が
詳
げ私
さ
れ
て
あ
る
の
に、
参
照
さ
れ
う
る
で
あ
ち
う。
リ
ツ
サ
ガ

ハ
ヂ
ツ
サ
ガ
レ
イ
『一
八
七一
年
コ
ン
ミ
ュ
1
ン
の
歴
史』

第二
節
「
三
月

Lv

イ
著
書
に
も
同
様
参
照
す
べ
き
も
の
が
あ
る。

十
八
日」）。
ハ
F
Z
Smo
g
Mコ・
の
gの
日比
岳
宮
内凶
号、
。。
5
5cロ
mu

〈。ロ
t

Z
3・
円凶⑦ロ件・
kr
gm・
回
ECHMω
岳
毛
色問、
】・∞

。

マ
ド
レ
エ
ヌ
寺
院
の
司
祭一フ
マ
ズ
ウ
の
「。ハ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
1
ン
H
そ
の
護
端
と
終
息
と
に
隠
す
る
歴
史
文
獄』
ハ一
八
七

一
年
版、
翌
年
ド
イ
ツ
語
版マ
イ
ン
ッ
刊
行〉
は、
上
惑
の
事
情
に
闘
す
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る。

も
っ
と
も
と
の
書
に
は、
オ
ル
レ
ア
ン
借
正、
フ
ェ
リ
ス
・
デ
ュ
パ
ン
ル
ウ
の
序
文
書
翰
が
あ
り、
著
者
の
地
位
を
通
じ
て
の

観
察
か
ら、．
訟
の
づ
か
ら
濁
特
の
傾
向
を
も
っ
ζ
と
は
や
む
を
得
な
い
が、
Y
F
レ
エ
ヌ
寺
院
か
ら
程
近
い
ず
ア
ン
ド
オ
ム
康

場
の
出
来
事
に
つ
い
て、
著
者
が
事
買
上
に
緩
め
て
近
く
観
察
し、
ま
た
迭
に
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
政
府
に
禁
銅
さ
れ
る
に
至
っ
た

経
緯べ
な
ら
び
に
営
時
の
市
街、
市
民、
及
び
コ
ン
ミ
ュ
！
ン
軍
の
赦
態
に
つ
き、
頗
る
細
か
い山
記
述一
で
あ
る。
ハF9
5
R。
F

Fω
盟内酬のO
〈。ロ品。一
50
2
E
問。A
EW
20
．

．

 
ι－0
5
cσ0
2・
口問。
可知
立ωぬ円
。。
HU
Sロロ0・
国
首
g
E
EF0
・〉
20ロω
2

己
各
完
全w
gp
〉
え
gm
cロ仏
国HH仏
0・
富山仲
立ロ

O

自
国
ユ
え
O

〈。口
明
丘町凶
ロロHMMHD－。ロHV
l
回目ωのV。同
ぐ。ロ
C
ユ

グ
ア
ν
ド
オ
品
庚
揚
事
件
の
考
察

丸
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' ピ惨い
右！

グ
ア
ン
ド
オ
ム
虞
場
事
件
。
考
察

。

宮
包DN

EqM・〉

司
祭
が
事
件
の
後
三
周
二
十
一
日、

ヴ
ア
ン
ド
ォ
ム
康
場
へ
行
く
途
上、

護
衡
の
兵
士
と
の
舎
話
は
甚
だ
興
味
が
深
い。

兵

「
誰
よ
り
も
平
和
と
秩
序
と
を
愛
ず
る
傘
敬
ナ
ペ
き
人
々
の
居
住
す
る
直
域
を、
な
ぜ
厳
重
に
壁
鵡
す
る
か
と
い

士
は当一口
ふ。

ふ
御
質
問
に
封
し、

余
砂
金
郎総
何
故
か
を
知
ら
な
い
o

余
は
パ
ア
シ
イ
か
ら
来
た
の
だ
が、

只
人
々
は
愛
閥
的
使
命
に
進
軍
せ

よ
と
勧
台
す
る
の
で、

何
心
な
く
出
て
来
た。
パ
ア
シ
イ
で
は
震
に
平
穏
で
あ
っ
た
が、

と
－A
で

も別
に
何
の

事も
な
い

やう

だ。

余
に
は
一
切
諒
解
出
来
な
い
。

人
は
只
々
一進
軍
せ
よ
と
命
令
す
石。

そ
れ
だ
か
ら、

苦
々
は
只
進
軍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。」同

様
な
事
態
は、
カ
テ
ュ
ル
・
メ
ン
デ
ス
著
「
コ
ン
ミ
ュ
1
ン
の
七
十
三
日
。
一
八
七
一
年
三
思
十
八
日
よ
り
五
周
二
十
九

目
。』
の
巻
頭
に
も
記
し
て
あ
る
。

ζ
の
著
者
はコ一
足
十
八
日
朝
四
時
に、
進
軍
の
騒
ぎ
で
限
を
魔
しJ

た
と
こ
ろ
か
ら
記
し、

前

「
君
等
は
何
慮
に

述
ラ
ウ
ザ
ア
の
著
書
と
と
も
に
、
日
記
躍
の
有
佳
な
史
粋
で
あ
る
。

符
上
氏
山山
た
放
は、

兵
士
に
尋
ね
た。

進
軍
す
る
の
か
。」
兵
士
は、
「
僕
等
は
誰
も
そ
れ
を
知
っ
て
ゐ
な
い
」
と
答
へ
る
。
他
の
兵
士
は、
「
何
ん
だ
か
モ
ン
マ
ル
ト
ル

ヘ
行
く
や
う、
花
。
」
と
メ
ン
デ
ス
は
記
し
て
ゐ
る
。
（
の
丘
三
古
宮0
3
門
戸
か

P
ロ
芯
弘
B
ZD
含
芯
ず
忠
岡
寸mM
NO
品
。
円

。
。

S
S
C
HMO

，

．〈
。
5

2・

宮内WO
R
Eω

3・

昌
弘

忌
コ・
円凶0
5・

3
3・〉

と
れ
ら
の
例
澄
が
何
を
意
味
す
る
か
は、

拾
の
づ
か
ら
明
か
で
あ
ら
う。
コ
シ

Fb
l
ン
政
治
の
捻
動
力
た
る
ガ
ル
ド
a
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の

丘合
員
は、
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
の
本
来
何
た
る
か
を
諒
解
し
て
ゐ
た
も
の
で
は
な
い
。

間労
働
階
級
者
の
雷
同
し
た
も
の

も、

亦
と
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
と
と
は、

営
然
に
想
定
さ
れ
る
。
と
れ
ら
の
群
裁
は、

然
し
前
記
。
特
殊
異
常
の
心
理
の
主
胸躍
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で
あ
り 、
ひ
と
度
そ
の
指
導
者
を
興
へ
ら
れ
る
時
ば 、
と
れ
に
従
っ
て
確
定
し
た
日
興一
も
な
し
に
唯
勤
務
す
る
の
で
あ
る。
ヴ

ア
ン
ド

オ
ぷ
康
場
事
件
は
こ
の
動
揺
に
外
な
ら
な
い 。

。

パ ！
リ
・・コ
V
J

ミュ
l
y
の
金
事
官
に
亘
っ
て
詳
細
に
経
緯
を
記
し
た
も
の
の
う
ち 、。
ィ
a
ピ
也
、ワ
ォ
ッ
シ
バ
ア
ン
米
関
使
節

『一
八
六
九
年
よ
り

一
八
七
七
年
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
滞
在一
使
節
の
回
想
録』
二
巻
が
あ
る 。
外
交
官
と
し
て
の
地
位
に

於
て
の
記
録
で 、
恐
ら
く

最
も
詳
細
な
も
の
と

思ほ
れ
る。
殊
に
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
前
後
む
し
ろ
帝
閣
の
絡
か
ら
共
和
政
の
確
立

一
貫
し
た

観察
が
輿
へ

ちが
る心

に
至
る
も
の
で
あ
る
か
ち 、

（
MN
2
a
Z
2目。
号
。州
知沼山口町ω件。円
件。

H40
5
p
z

同∞
コ・
切可
開・
回・
巧
SFtZ
30
‘

凶

g
z
～

Z
04q
ペ
2w・
5情。・
）

と
の
回
想
録
政
事
情
の
経
過
に
関
す
る
殺
惑
を
主
と
し 、
批
判
を
行
ふ
と
こ
ろ
が
極
め
て
少
い
の
で
あ
る
が 、
そ
の
う
ち
に

特
に
目
立
つ
の
は 、
第
二
巻
の
は
じ
め
第
二
節
に 、
ボ
ル
ド
オ
政
府
の
封
策
が
怠
慢
で
あ
り 、

そ
の
機
を
逸
し
た
た
め
に 、

。ハ

リ
守
備
震
が
，次
第
に
政
府
を
離
れ 、
一
部
の
指
導
者
に
従
っ
て
績

？t
ン
マ
ル
ト

ル
地
置
に
集
結
し
た
の
が 、
大
き
な
過
設
で

あ
る
と
透
ぺ
て
ゐ
る
己
と
で
あ
る。
前
記
の
兵
士
等
は
そ
の
う
ち
に
あ
る 。
そ
し
で
特
殊
異
常
の
市
民
の
心
理
と
等
し
く、
彼

等
も

亦
見
す
て
ら
れ
た
彼
等
の
守
備
軍
た
る
自
負
を

もっ
て

ゐた
の
で
あ
る。

前
記
メ
エ
ル
ヘ
イ
ム
も 、
リ
ツ

サ
ガ
レ
イ
も 、
そ
の
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
史
の
う
ち
に 、
コ一
周
十
八
日
の
暴
動
が
殆
ん
ど
議
期
し

得
ざ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
と
を
記
し
て
ゐ
る
の
は 、
と
の
ウ
ォ
ッ
シ
パ
ア
ン
の
記
す
と
こ
る 、
並’
に
兵
士
の
無
関
知
の
事
賞

に
通
じ
て 一
考
へ
ら
れ
る
事
で
あ
ち。
殊
に
リ
ヅ
サ
ガ
レ
イ
は
問
書
第一二
節
「一一一
昨月
十
八
日」
と
題
す
る
も
の
L
う
ち
に 、
ーハ
す

グア一y
p
オ
ム
農
場
事
件
。
考
察
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グ
ア
ン
ド
オ
ム

農
場
事
件
の
考
察

市
民
に
突
然
の
驚
き
を
輿
へ
た
の／
み
で
な
く、

ガ
ル
ド
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
中
央
委
員
舎
に
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
漣
ぺ
‘

脚

註
に
、
一一一
月
十
八
日
暴
動
の
時
叛
凱
軍
が
。ハ
庁
の
政
擦
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
と
の
説
ど
反
駁
し
て
、

そ
れ
が
虚
備
で
な
く
ば

無
知
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

斯
く
の
如
く
に
し
て
三
月
十
八
日
ヴ
ア
ン
ド
オ
ム
康
場
の
事
件
の
性
格
が
、

何
等
の
議
定
の
計
霊
に
裂
し
た
も
の
で
唱な
か
っ

た
と
と
、

及
び
こ
れ
に
闘
し
、

営
時
の
活
動
の
主
煙
た
る
。ハ
リ
守
備
軍
の
所
謂
「
見
す
て
ら
れ
た
る
愛
園
者
」

が
、

計
霊
的
な

行
動
に
立
っ
て
動
い
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
、

窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

。

ジ
ョ
ル
ジ
・
モ
ラ
ン
の
『
コ
ン‘
ミ
ュ
l
ン
奥
批
判
』
の
う
ち
に
、

中
央
委
員
舎
を
組
織
す
る
人
々
は
概
し
て。ハ
リ
市
民
の
名

を
知
ら
ぬ
人
が
多
か
っ
た
こ
と
1

日
々
そ
の
人
々
の
列
名
が
い
つ
の
間
に
か
増
加
じ
た
と
と
、

何
故
に
こ
れ
ら
の
人
々
が
短
時

日
間
に
大
き
な
権
力
を
得
る
に
至
つ
だ
か
、

彼
等
の
名
を
附労
働
者
逮
の
う
ち
に
E
う
し
七
知
れ
渡
る
や
う
に
し
た
か
な
E
は、

解
答
に
困
難
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
が
、

と
れ
も
亦
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
初
期
の
事
情
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
、

同
時
に
上

記
し
来
っ
た
と
こ
ろ
に
照
臆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

七
十
九
人
の

指
導
者
の
職
業
の
別
を
、

教
で
あ
げ
て

比
較
し
て
あ

マ
ド
レ
£
ヌ
寺
院
司
祭
ラ
マ
ズ
ず
の
前
記
の
書
に
は、

る
。

そ
の
う
ち
著
し
く
多
く
他
の
職
業
者
の
数
倍
の
も
の
は、

買
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
と
が
注
意
さ
れ
る
。

そ
し
て

i

と
れ
に
も
ま
し
て
注
意
さ
れ
る
と
と
は、

モ
ラ
ン
が
主
た
る
人
々
の
名
を
あ
げ
て
、

多
く
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

必
し
も
と
の
雨
者
の
解
説
が
安
営
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
と
思
は
れ
る
が
、

し
か
も
こ
の
間
に
掬
み
と
ら
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れ
る
も
の
は、
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
の
性
質
こ
と
に
ヴ
ア
ン’
ド
オ
ム
康
場
事
件
に
至
る
事
態
の
性
質
に
参
照
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る。

帝
閣
時
代
末
期
に
於
け
る
附労
働
運
動
の
主
唱
者
に
し
て、
ロ
ン
ド
ν
汲
遺
後
の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
代
表
で
あ

っ
た
ト
オ
ラ
ン
の
名
は、
全
く
見
営
ら
な
い。
彼
の
援
助
者
で
あ
っ
た
ず
ア
ル一フ
ン
の
名
が、
僅
か
に
コ
ン
ミュ
l
ン
政
府
布

告
署
名
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
ハ
メ
エ
ル
ヘ
イ
ム
著
書
附
録
文
献〉。
結
局
と
れ
ら
は
蹴
謂
議
曾
的
帝
政、
オ
リ
グ
ィ
ェ
一
八
六

九
年
内
閣
施
政
と
と
も
に、
コ
ン
ミ
ュ
l
ン
の
素
地
を
作
っ
た
も
の
で
あ
り、
コ
ン
ミ
ュ
1
ン
そ
れ
自
盤、
ま
し
て
そ
の
初
期

の
暴
動
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い。

モ
ラ
ン
の
記
す
と
こ
ろ
で
は、
コ
ン
ミ
尋問
1
ン
指
導
者
の
中
植
は一フ
ウ
ル
－
P
ゴ
オ
ん
で
あ
り、
彼
は
「
プ
ラ
ン
キ
の
第一

の
そ
し
て
主
要
の
門
弟
で
あ
るo」
こ
れ
に
封
付
る
も
の
は
シ
ヤ
ル
ル
・
デ
レ
ク
リ
ュ
ス
で、
と
も
に
文
筆
の
人
で
あ
る。
中
央

委

昌蔀
員
の
う
ち
に、
革
命
軍
を
指
揮
し
た
ク
リ
ュ
ズ
レ
に
関
し
て
は、
諾
文
献
札
容
で
な
い。
と
の
人
物
が
由
来
疑
問
＠
人

で
あ
り、
ピ
ス
マ
ル
ク
と
の
交
際
内
諜
な
ど
も
設
か
れ
て
ゐ
る
が、
モ
ラ
ン
の
書
に
由
う
て
も、
彼
に
脳同
士
る
不
信
が
委
員
の

う
ち
に
存
し
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る。
司
祭
ラ
マ
ズ
ウ
の
書
に
引
用
し
τ

あ
る
営
時
の
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
は
1

彼

等
指
導
者
間
に
於
け
る
不
調
和
を
建
ぺ
て
ゐ
る。
と
れ
ら
は
皆
中
央
委
員
舎
の
性
質、
従
っ
て
コ
ン、
主
1
ン
営
初
の
形
勢

の、
観
察
に
資
す
る
と
と
る
が
多
い。
」
育
ふ
ま
で
も
な
ぐ、
リ
ゴ
オ
ル
と
い
ひ
デ
レ
ク
リ
ュ
ス
と
い
ひ、
と
も
に
純
真
な
思
想

高
い
理
想
者
で
あ
り、

彼
等
が
果
し

家
で
あ
り、

決
し
て
昔
の
デ
ム
ウ
ラ
ン
の
如
き
人
で
な
か
っ
た
と
と
は
明
か
で
あ
る。

て、
後
日
の
如
き
パ
リ
カ
ア
ド
の
死
の
運
命
に
至
る
べ
き
も
の
を、

営初
か
ち
懐
い
て
ゐ
た
か
否
か
は
疑
は
し
い。

。

ヴ
ア
ン
ド
オ
ム
康
場
事
件
D

考
察
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九

ヴ
ア
ン
ド
オ
ム・
庚
揚
事
件
mN

考
察

四

「
三
月
十
八
自
ヴ
ア
ン
ド
オ
ム
積
場
の
暴
動
は、
新ヰハ
和
政
府
の
希
墜
を一
翠
に
醇
い
た」
も
の

で
あ
っ
た。
然
し
こ
の
日
鼠
に
形
勢
は
左
右
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と、
即
ち
テ
ィ
エ
ー
ル
政
府
の
擦
威
を
認
め
守
主
の
命
令

s

に
服
ーし
な
い
己
と
が、
明
白
に
な
っ
℃
ゐ
た。
一一一口
ひ
換
れ
ば、
充
分
に
新
政
府
の
過
失
で
あ
る
乙
と
が、
か
の
七
月
革
命
ρ
場

合
と
同
様
に
武
器
回
収
な
E
に
於
て
存
し
た
の
で
あ
る。
唯
そ
れ
が
こ
のe
口い
の
偶
々
の
暴
動
に
設
展
す
る
と
は、
前
記
の
如
く

ガ
ル
ド
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
中
央
委
員
舎
に
さ
へ
も
議
恕
さ
れ
な
か
っ
たι

モ
ラ
ン
の一一百
ふ
や
う
に、

し
か
も
ウ
ォ
ツ
シ
パ
ア
ン
の一一百
ふ
や
う
な
新
政
府
の
針
策
の
無
能
力
や、
敵
軍
の。ハ
リ
遊
撃
に
封
ず
る
閑
訟
の
飲
態
は、
こ

れ
よ
り
先
き一ア
ィ
エ
ー
ル
が
内
閣
倉
一議
に
於
て
述
べ
た
言
葉
に
窺
は
れ
る
で
あ
ら
う。
震
に
所
謂
「

恐怖
す
べ
き
歳」
の
諾
は

「早口
々
は
今
や
こ
の
日
頃、
す
べ
て
の
事
項
を
冒
険
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
ど
う
で
も
か
う
で
も
進

こ
L
に
思
出
さ
れ
る。

ん
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
（
メ
エ
ル
ヘ
イ
ム
前
掲
同
書〉。

三
月
十
八
日、
と
の
政
府
の
や
よ
威
脅
的
な
宣一一一口
に
舎
し
て、
「
大
胞
の
運
搬
に
反
謝
し
た
の
は
婦
人
法
で
あ
う
た。
侶
毘

戦
の
硝
姻
に
や
け
た
彼
女
等
は、
今
ま
た
不
運
の
二
重
の
分
輿
を
う
け
よ
う
と
す
る
Q

彼
女
等
は
兵
士
等
に
向
っ
て、
防
戦
の

過
去
を
顧
み
て
そ
れ
が
今
は
恥
づ
ぺ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
戒
し
め
る。
兵
士
等
は
返
す
言
葉
も
な
い。
士
宮
は
婦
入
達
に
話

し
か
け
る。
寒
さ
と
益
段
と
に
苦
し
む
兵
士
等
は、
平
践
か
ら
何
の
給
興
も
な
し
に
只
品位
置
L
℃
ゐ
たι
婦
人
与
は
ん品
物
と
沼

と
を
兵
士
に
配
布
す
る。
符
上
に
は
集
会
の
合
闘
の
鼓
が
鳴
る。
寺
院
の
鍍
も
蹴
え
る。
八
時
頃、・
凡
そ
三
百
人
程
ρ
士
宮
が

集
っ
て
忽
ち
叫
び
出
し
た。
ク
ウ
デ
タ
が
あ
る
ぞ
とo」
ハ
同
前〉

月一
日
ド
イ
ツ
軍
入
城
以
前
広、
ガ
ル
ド
・
ナ
シ
1
ナ
ル
の
中
央
委
員
曾
が、
ド
・
ラ
・
コ
ル
ド
リ
イ
街
に
於
℃
私
か
にa
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成
立
し
た
と一一百
は
れ
る
が、
そ
の
時
期
に
ク
い
て
は
詳
で
な
い。
然
し
こ
の
ガ
ル
ド
・
す
シ
ョ
ナ
ル
は、
敵
軍
入
場
に
際
し
パ

リ
を
脆
返
し
た
も
の
λ

残り
で、
弓
れ
に
失
業
者
な
ぎ
が
多
く
加
は
り、
烏
合
の
裁
と
な
っ
た。
然
し
ま
た、
彼
等
は
鎗
城
の

苦
難
の
間
に
最
後
の
血
執
を
魔
悟
し
た
こ
と

を忘
れ
な
い。
そ
の
上
乙
の、
歳
二
月、
政
府
は
宣一一一閃
し
て、
あ
く
ま
で
城
を
守
り

決
し
て
降
伏
す
べ
か
ら
宇
と
綿
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る。
兵
士し
等
と
市
長
と
の
興
奮
の
眼
前
に、
ボ
ル
ド
オ
政
府
の
設
立
が、
い

か
に
映
じ
た
か
は
想
像
に
儀
り
が
あ
る。
私
の一一一一口
ふ
特
殊
異
常
の
心
理
欣
態
が、
虚
無
的
な
思
想
主
加
へ
て、
一
燭
即
畿
の
機

を
見
出
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る。

メ
エ
ル
ヘ
イ
ム
は
前
掲
問
書
に、
あ
る
思
慮
あ
る
γ一フ
ン
λ

人
三一口
と
し
て、
革
命
的
な
行
動
が
既
に

憤脅
的
な
も
の
と
な

っ
て
ゐ
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
ρ
日
く、
「一
ク
の
疾
病、
特
に
フ
ラ
ン
ス
的
な
る
も
の。
倫
安
の、
そ
し
て
修
欝
的
な
る
疾

病
で
あ
る
」
と。
ず
ア
ン
ド
オ
ム
農
場
の
事
件
は、
敗
戦
に
図
感
し
た
新
共
和
政
府
の
無
様
カ
が、
。ハ
リ
守
備
軍
及
び
市t
民
の

異
常
の
心
理
の
上
に
乗
っ
た
も
の
で、
ま
と
と
に
不
幸
な
歴
奥
で
あ
る。

グ
ア
ン
ド
オ
ム
農
場
事
件
の一
考
察

五
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